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1-1.リベラルアーツおよび専門基礎科目で学んだことが専門科目の学修において、役に立った

1-2.人間の尊厳と権利を擁護する力を育む科目が充実していた

1-3.国際的視野を広げる学習内容が充実していた

1-4.赤十字の特徴を活かしたカリキュラムであった

1-5.実習科目は１～５のレベルで段階的に学習を進めることができた

1-6.１年次の基礎ゼミは大学生としての学修を身につけるのに役に立った

1-7.ヒトの生命現象と科学（理科科目の教科）は人体の構造と機能Ⅰ～Ⅳを学修するうえで役に立った

1-8.専門科目の講義・演習で学んだことが、臨地実習で活かせた

1-9.臨地実習の指導体制は適切であった

1-10.成績評価方法は、シラバスに提示している方法で行われていた

1-11.卒業研究において、段階的な自己評価を実施したことは役に立った

1-12.授業や演習においてグループワークで他者との意見交換は役に立った

1-13.4年間のカリキュラムを通して主体的・自律的学修スキルを身につけることができた

1-14.科目（演習）や実習は看護実践力の向上につながった

1-15.1年次と3年次で実施したジェネリックスキルを測定、育成するための外部テスト（PROG）の結果は、自分を理解するのに役に立った

2-1.ガイダンスを含む履修指導・履修相談が適切になされていた

2-2.履修手続きが円滑に行えるシステムが整っていた

2-3.自主学習ができる十分なスペースがあった

2-4.自主学習に活用する場所の利用時間は十分であった

2-5.学修に必要な教材（視聴覚教材、モデル人形、標本など）が充実していた

2-6.図書館の成書や雑誌および文献検索システムなどは充実していた

2-7.オフィスアワーが示され、いつでも利用できる環境が作られていた

2-8.教職員による支援は学生生活を送るうえで助けとなった

2-9.教職員によるキャリア形成支援は進路を決定するうえで助けとなった

2-10.学生が学修に専念するための奨学金制度と特待生制度は整備されていた

3-1.幅広い教養を培うことによって豊かな人間性を育むことができる

3-2.赤十字の理念である人道に基づき人間としての尊厳と権利を尊重・擁護することができる

3-3.自らの思考や行動を内省することにより、自己の成長を促進することができる

3-4.自ら目標を設定し、主体的かつ自律的に継続して学習することができる

3-5.集団の中で自己の果たしうる役割を理解し、他者と協働することができる

3-6.グローバル社会における看護の役割と機能を多面的にとらえチームの一員として集団の力の最大化に努めることができる

3-7.人間・環境・健康・看護・国際に関する知識を体系的に修得することにより看護を必要とする個人・家族・集団・コミュニティを適切にと

らえることができる

3-8.グローバル社会における健康ニーズを把握し科学的根拠に基づいた解決策を考え、実践・評価することができる

3-9.看護の課題を探究する総合的な視野を養うことにより看護を発展させるための基礎的能力を身につけている

3-10.看護職としての社会的使命を自覚し、人々の健康増進への関心と意欲をもち研究的取り組みを通して、看護の発展に貢献すること

ができる

卒業時アンケート結果

非常にあてはまる 身についている だいたいあてはまる だいたい身についている

あまりあてはまらない あまり身についていない あてはまらない 身についていない

未回答(空欄）

ｎ＝98 回答率100％

（令和2年3月卒業予定：98名）



【卒業時アンケート結果の分析結果】（令和 2 年 3 月卒業予定：98 名） 

 

令和 2 年度卒業生のアンケートより、「実習科目は 1～5 の段階的に学習をすすめること

ができた」「授業や演習においてグループワークで他者との意見交換は役立った」「集団の中

で自己の果たしうる役割を理解し、他者と協働することができる」で約半数が「非常にあて

はまる」と回答している。 

一方、「自主学習に関する場所の利用時間は十分であった」「ヒトの生命現象と科学は人体

の構造と機能を学修するうえで役に立った」が 1 割弱「あてはまらない」と否定的な意見が

きかれた。このように、実習科目の段階的な進度の妥当性や授業等でのディスカッションの

有用性、実習等を通して他者と協働する力の向上など評価できる点が多かった。 

今後は、学生が自主学習ができる場所と利用時間を拡充していく工夫や、理科系科目の内

容について検討課題として挙げられた。 

 

令和２年 3 月アンケート実施・分析 

学生支援委員長 

（令和 2 年 10 月公表） 


